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子供が自分から 進んで活動するための 援助の工夫 

一一教師の言葉かけを 中心に一一 

浦添市立 浦城 幼稚園教諭 山 城 信 子 

1  テーマ設定理由 

幼児期は ， 周りにいる大人から ，あ たたかく見守られる 中で，自分から 環境 pa 働きかけたり     

そこから刺激を 受けたりして ，人間として 生活するためのさまざまな 力を身につけていく 時期で 

あ る，幼稚園における 環境とは，幼児を 取り巻く状況のすべてであ る。 園生活の場においては ， 

そこにあ る事物，自然，身近にいる 人達， 温 たかさ，かもしだす 雰囲気，教師の 言葉かけや行為 

などの人的，物的環境のすべてをさす。 

これまでの私自身の 保育実践を振り 返ってみると ，活動しやすいように 固定遊具を並べ 変えた 

り，園庭に虫を 呼ぶ草花や遊べる 草花を植えたり ，活動を誘発するような 遊具や用具を 用意する 

など，物的環境を 整えるの @c 一生懸命であ った， 

ところが，進んで 活動する子供を 育てるには，物的環境を 整えるだけでは 不十分であ る。 子供 

が 意欲的に行動するためには ，子供一人ひとりを ， 温く見守り ， 認め， 自信を持たせるよ 

うな教師の適切な 言葉かけがなければならなし、 ，ちょっとした 言葉かけのニュアンスの 違いで， 

子供がやる気を 起こしたり，やる 気をなくしたりするものであ る， 

例えば，片づけの 時間がきているのに ，中々遊びをやめようとしない 子どもたちに 対して，「早 

く片づけないと ，おやっぱあ りませんよ。 」とか， 「 片づ げないと明日はさせませんよ。 」など 

脅しの言葉をかけて 指示に従わせようとする。 また， 「あ いさつをしましょう。 」， 「手はきれい 

に 洗いましょう。 」， 「トイレのスリッ バ   は並べましょう。 」など・ 口 やかましく言うわりには 

生活習慣が余り 身につかない   ，自主的な子どもを 育てたいと願いながら ，日常の保育場面では． 

つい指ボ命令的な 言葉を使ってしまう 自分の言葉かけのまずさを 感じている。 教師の言葉かけの 

まずさが子どものやる 気を失わせていると ぽ、 う 

子どもとともに 生活する申で 

・子どもとの 信頼関係を づ くる。 

・子どもの気持ちを 理解する， 

・心情，意欲，態度が 育っているかをみる         

など，以上のことをふまえながら ，教師の言葉かけについての 理論研究を深め ，園生活の りろ 

いろな場面で ，適切な言葉かけを 実践して い くことができたら ，進んで活動する 子どもが育っも 

のと考え ，本 テーマを設定した。 
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Ⅱ 教師の言葉かけの 意義 

「おはよ う ございます」と。 ，、 う たⅠ た 一言の 

日も楽しくあ そびましょうね」等，様々な ぽ、 い 

い う 記号を使ってなされる。 教師がなにげなく 

た 逆に ， 子どもの 心 。 を傷つけたりもする。 子 ど 

まうことたってあ るし，逆につまずいていると 

どもがやる気を 持ち出すこともあ る。 教師の援 

なすものであ り，重典であ る。 

教 帥の言葉かけを ，指示的な言葉かけと ，非 

による子どもの 反応の違 い をとらえてみた・ 

，もっとき 

・品物はこ 

，こっちを 

・おとなり 

・はやく， 

・はさみが 

指示的な教師の 言葉かけ 

れいな 色 ，持ってきたらいい 

こより， ここのほうがいいで 

  してから，そっちをやりなさ 

の人と ， 手をつなさなさい。 

のりをかたずけなさい。 

  ないから．先生の 使いなさい 

必 いさ 

が込め 

使って 

ものや 

きに、 

助の中 

指示的 

っ の中に ， 

られている 

い る言葉が 

りた い 気持 

教師がわか 

でも，言葉 

「 今 l 」もよろしく」とか ， 「 今 

。 心と心の触れ 合いが．言葉と 

  子どもの心を 励ましたり，ま 

ちの芽を教師の 一言で摘んでし 

りやすく教えてあ げることで下 

かけは直接的援助として 中核を 

な 言葉かけに分類し ，この 2 つの言葉かけ 

( 参考資料 大津市立教育研究所 ) 
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・手をつなぐお 友だちいましたか。 

・わあ ー 。 この看板立っている。 どう 

ているのかな。 

・ き りを指にさしてしまうかもしれな 

・あ の子，いっばい 持って大へんそう 
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りを見てつなぎあ う。 

まわったりして ， n 々に自分の考え 

い，内容に広がりが 見られる " 

らく考えて， 「あ っ． こうするとさ 

ないよ。 」 

てて，手伝う。 

この事例から もわか るよう 手 [ 二三   指示的な言 葉 かけをしたときと ，非指示的な 言葉かけをしたと 

きとで 犠 明らかに子どもの 反応が違 う 。 指示的な言葉かけのときは ，子どもは言われた 通りに動 

いているだけで ，子どもが考える 余地がない。 しかし，非指示的な 言葉かけのときは ，子どもは 自 

分 で考えて行動している。 

心理学で ， ピバマリオン 効束 というのがあ る。 否定詰よりも 認めてほめるという 肯定語を使う 

方が ， 子どもが伸びるというものであ る。 Ⅱ々の保育場面では ，指示も非指示も 肯定も否定もそ 

れぞれ fc 意味があ る，的確な言葉を 選んで言葉かけしていきたいと 用、 うが，やる気を 起こさせる 

には，できるだけ 非指示的，肯定的な 言葉を使 う よ う に努力し，指示的，否定的な 言葉かけは   

必要最小限にとどめた い ものであ る。 
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W  子どもを育てる 教師の言葉かけ 

教師の言葉かけは ，幼児の行動が 発達の流れにそって 望ましい方向に 変容して い くことをねら 

って行われなければならない。 ここでは，教師の 言葉かけを細分化し ，それぞれの 言葉かけを， 

いつ，どのような 場面で，どのように 使っていったらよいか 考えてみることにした。 

1. 雰囲気づくり 

教師の使 う 言葉からかもし 出される雰囲気があ る。 それは教師の 人柄から IC じみ出てくる。   

温かく，やさしく ，明るい教師からは ，あ らあ らしい言葉が 出てくることは 余りない。 ささやき 

に は ，ささやきをもって・ 大声には大声をもって 応ずるのが子どもであ るから，いつでも 低く， 

落 つ いた声で話してやることが 大切であ る。 幼児は ， 書かれた文字を 通してではなく ，話さ   

れる言葉を耳を 通して学ぶのであ るから，常に 正しい言葉を 聞かぜてあ げる 必 、 要があ る。 

2. 認める 

幼児の反抗的な 行動 ;c 対 L, て   保育者が感情的に 怒ったり，拒否したりするのではなく ， そ 

の姿をあ りのままとらえ ，許容することであ る。 例えば， 無 中になって遊んでいる 子ども iC, 

「そろそろおやつの 時間だから。 片づけましょう」 ど 言葉かけした 時． 「いや，もっと 遊ぶ」 

と 言って，何度声をかけても ，遊びをやめようとしない。 そのような 時 ，その子を反抗的な 子 

どもという見方をするのではなく ，目的をもって 集中して遊んでいるんだな ，自己主張でさる 

子だなと，まず 認めてあ げることが大切であ る。 そのあ と，おやつには ，決められた 時間があ 

ること，クラスのみんなが 待っていることなどを 知らせて，行動を 促していくようにする。 

また「上手ね」・ 「よくできたね」の 溜め方たけではなく ，個々の子どもへの 適切な認め力   

を 工夫したいものであ る、 ( 以下 側 として ) 

(1@ 子ども自身が 気付いたり，発見したものを 認める。 

「 いい もの見つけたね」 「けいことしているね」 「本当の 00 みたいね」 「 い い考えね」 

(2) 根気よく取り 組んで い ることを認める。 

「一生けん 命 頑張る人好きだな」 「たれさん見つけたね」 「頑張ってやっているね」 

冊 子ども白身が 満足している 気持ちを認める。 

「すてきな 00 ね」 「いいのができたね」 「うぁ 一 すばらしい」 「うぁ 一 おいしそう」 

l4) 自分で考えたところを 認める。 

「良いこと考えたね」 「よく考えられたね」 「さすが 00 さんね」 「よく気がっいたね」 

{5l 進歩していることを 認める。 

l-oCn できるようになったね」 「 00 がうまくなっているね」 

3.  待つ 

ゆっくりと成長するのが 子どもであ ることを理解し   子どもが自分の 力 を発揮するまで 見守 

ってやり， 必 、 要に応じて手助げすることであ る，教育だからといって ， 教え込んだり ，自分の 

イメージを押しつけたりしないよう le, いがけることであ る。 

l1) 子どもが自分で 場や遊具を選ぶまで 待っ。 

(2l 幼児が何をしょうとしているのか ，観察しながら 思い つけたり， イメージを持っまで 待っ         

(3l いろいろ 試 めしながら自分なりの 方法を見つけ 出すまで，また 挫折する一歩下前まで 待っ         
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(4) 自分の作，たものが 壊れたり，はずれたりすることから ， 「乙のやりかたではだめだ」と 

思いつくまで 待っ。 

ぽ ) ノ、 要な材料や用具に 気付いて要求してくるまで 待つ。 

(6) 友達同志で解決できずに 互いに困っている 状態を見守り 助けを求めるまで 待つ。 

(7) 話し合い活動では ，幼児なりの 意見がでるまで 待っ。 

@8l 白日表出の苦手な 幼児には， 他児 と歩調を合わせるための 誘いかけを ぜず ，気持ちがあ る 

ものに向くまで 待つ。 

4.  考えさせる 

子どもは，試行錯誤を 繰り返しながら 成長していくものであ る。 教師側からてっとり 早く答 

えを教えてしまうのではなく ，子どもが自分にもできそうだと 9 、 うようなヒントを 与える こ と 

により，知的好奇心や．採水心を 持たせていく       

(1l 方法。 c ついて考えさせる。 

「どうやってしようがな」 「なかなかできないけれどどうしよう」「もっと 良い方法は 

ないか」 「これでよいのかな」 

@2) 原因について 考えさせる。 

「なぜ 00 になったのかな」 「どうしてかな」 「あ れっ・おかしいね」 

(3l 予測を持たせる       

「こうしたらどうなるかな」 「どこまでとぶかな」 「どこまで届くかな」 「どんな 色メ ， J, な 」 

「浮くのかな ，沈むのかな」 「これで何ができるかな」 

(4) 前向きに取り 組めるよ う に考えさせる。 

「勝っための 作戦を考えようか」 「ほかにどんなものがあ るかな」 

5, 気 づかせる 

問題や状況を 教師がストレートに 伝えるのではなく ，子どもが自分から 心に感じとり。 自主 

的に取り組むようにしむける。 

(1) 状況について 気づかせる。 

「うあ っ．こんな 前 まできたよ」 「きれいな音ね」 「きれいになって 気持ちがいいね」 

@2) 変化について 気づかせる。 

「あ れっ，やぶれてきたね」 「色が変わってきたね」 「多くなっていく ta 」 

(3) 以前の経験。 こついては・ い 起こさせる。 

「 前 00 した時は， 00 だったね」 「双は汗かいていたけど     このご 汗 かかなむなっ 

たね」 

(4l 危険なことについて 気づかせる。 

「うあ っ，とがっているのねえ」 「そこに置いておいていいのかな」 「高いけれど 大丈夫か 

な 」 「重いから， しっかりともたないと               

@5) 役割について 再認識させる ， 

「 00 さんはムムの 係 ね」 「 00 尾さんがんばっていますね」 
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l6@ 友達の思 い :c ついて気づかせる」 

「 00 さんはムムさんと 違う ことを考えているみたい」「 00 さんは困っているんじゃ は 

いかな」 

6. 知らせる、 教える 

了 ・どもは 口 々 成長したいと 考えている，そして 絶えず大人たちの 評価を求めている・   教師が 

適切な判定を ド すことによって ， 子どもは自信を 持ったり，自分を 訂正し自己訓練していくの 

であ る。 

(1l 善 ， 偲 ・ 正 ・不正・危険 @C ついて教える       

「こんなことあ ったけれど，みんなだったらどう 用 、 ぅ 」 「先生は 00 は思い事だと 用、 ぅ 」 

「 00 することはムムで 危険だからやめましょう」 

t2l 適 ・不適について 知らせる，教える " . ‥この時期に 知っておく必要のあ る知恵を与える。 

「大きくなりすぎると 00 できなくなるみたい」 「すぐにしみこんでしまうね」 

(3) 生活習慣について ，丁寧に教える。 

「ハンカチは 毎日取り替えたはうがいいね」 「手のひらも 手の甲もきれいに 洗おうね」 

@4l 友達の良さや 気持ちについて 知らせる       

「 00 ちゃんてこんなことができるのよ。 すごいね」など ，日立たないところで 善い行い 

をしている友達の 良さを知らせる。 

「 00 ちゃん今日こんなことで 困っていたみたいだけれど」 

7. モデリンバ 

子どもは，生活をともにしている 教師の言葉使い ，心 づかい   しぐさなど，一挙手一投足を 

じっとみていることを 忘れてはならない。 

(1) 生活の仕方の 模範を示す。 「みていてね」 「一緒にやろうか」 「あ りがと う 」 

l22) 真剣に働いている 様子を見せる " 

@3) 遊びの伝承をする。 「こんなふ う にもあ そべるよ」 

@4) 失敗してみせる。 「せんせ い ， これだけしかできない」 

8, イメージをふくらませる 

遊びを発展させる 手立てとして ，子どもが見たてしやすいようにする。 

l1) 遊びの一役をする ， 「はい，いらっしゃいませ」 「ごめんください」 「 00 くださいⅡ 

l2) 何かのものに 見立てる。 「赤い木の実。 ぃち ごに似で い るね」 

9,  共感する 

柏手の身になって 感じること           子どもの行動を 起こさせた感情の 動きを敏感に 感じとり， そ 

の 動きに肯定的な 感心をよせる。 

(1) 遊びに参加して 幼児と同じ行動をとる。 「 C て - コ さんのやっている こ とおもしろそうね」 

(2) 共に喜び ， 共に悲しむ。 「 00 ができてせんせいもうれしいな」 「 00 がしんじゃてかわ 

いそうね」 「 00 すると楽しいね」 「やった ネ 」 「よかった ネ 」 「おもしろそうね」 

一 6 一 



V  一日の生活の 流れにおける 言葉かけの具体例 

教師の願い 留 意     

・自然に口から 出るあ いさつが ・入園当初は・なるべく 玄関 

よいと 思、 ぅが ，はじめは， そ ・ 関で迎え・情緒の 安定をは 

の子なりのあ いさつをうけと かるよ う に心がける。 この 

澄 めた い 。 時 ，靴のしま い方 ， 上はき 

楽 しいあ いさつをかわしなが のはき方について 一人ひと 
ら ，今日も - 日はりきってい りを認めたり ，指導したり 

こ う 1  という意欲を 持たせ ずる。 

た い 。 ，一人ひとりの 子どもとあ い 
園 
・教師が・子どもとともに ，一日 さっをかわしながら ，個々 

の 生活をスタートすることに に応じた言葉かけをする。 

よって ， - 人 ひとりの子ども ・教師は担任以覚の 子どもと 

に安定感を持たせた い 。 も 心をかよわすあ いさつを 

するように心がける。 

・脱いだ服は ，表替えして ， た ・脱いだ服をきちんとたため 

ためるよ う になって欲しい ， る 子を認めたり ，できない 

・「チャー y ク をはずして ソ 」な 子 へは．たたみ 方を知らせ 

ど ，はじめは教師に 助けを 求 たりしながら ，一人ひとり 

衣 
めてくる子どもたちも ，次第 との触れ合いを 持つ。 

に 友達同志で助け 合っていけ ・教師も ， 子どもと共に ，身 

服 るよ う にしたひ。 仕 たくをしながら「うしろ 

の チャックはずして ソ 」など   

若 子どもが助けを 求めてきた 

時などに，すぐに 応じてあ 
脱 

げられるようにする   ， 

・ 「せんせ い ， きめうね」と 

言ってくる子どもの 話した 

ぃ 気持ちを受け 入れ ， 必ず 

向きあ って話を聞いてあ げ 

るように心がける         

持 
ち ・カバン や ぼうしなど，自分の ・カバンなど つ いロッカ ーへ 

  挽 持ち物の始末ができるように つっこんでしまう 子 へは   始末 なって欲し ，い 一緒にカバンかけまでつい 

  

  

  

  

  

た
 

  

」
 
ず
 

ろ
て
 

 
 

 
 

 
 

{
 

で
ょ
 

げ
ぃ
 

  

ま
 

」
」
，
 し
コ
、
 

@
 
 

 
 

と
 

 
 

K
 

お
っ
 

ん
 
」
 

，
ぃ
 

ぜ
き
 

ろ
 

ね
う
ょ
あ
 

で
や
 

ず
む
 

は
な
口
さ
 

 
 

た
よ
 
し
に
 

 
 

ま
で
 

た
 

 
 

こ
か
 
生
 
6
 

と
 

 
 

ん
 

し
で
 話
 

中
分
 

た
 

さ
た
 
誕
で
 

の
た
 

{
 

 
 

じ
 

た
で
た
の
 

 
 

途
自
 

き
い
」
あ
き
お
 日
 

め
 

く
お
あ
き
 

お
 

っ
 

た
し
も
 

 
 

 
 

て
 

・
 ム
 「
 

て
 
や
 

け
ば
と
の
 て
 

を
 
」
 

か
 

つ
り
ど
 

は
と
 

「
 

-
@
 
 
「
 

ん
 
」
 
ふ
 

ん
し
 
夫
 

ん
べ
ん
 

か
ん
ん
ん
 く
 

尹
よ
 

し
か
く
 子
っ
 

ク
あ
 
」
 

さ
ね
 
な
 

 
 

め
で
と
う
 

 
 

 
 

カ
 

ッ
 
「
 
ん
 

 
 

0
 

る
ん
 
」
 

ャ
て
ら
 

0
 

め
こ
よ
 

「
「
「
 
な
ち
 

「
 
ど
 

チ
し
 
・
 
ご
 

 
 

ヰ
ノ
 

一 7 一 



教師の願い 留 意 点     
持 
  

ち 事だと、 、 ぅ こと。 c 気 づかせた ・ ロ，カ 一の整理整頓ができ l- せんせいも ギ 伝って る 

物 い O 
の 

始 ・提出物，家から 持ってきた魔 手助けしながら ，整頓の仕 頓 しようか」 

  
末 品物など所定の 場所に置ける 方などを教える     「こんなふ ，う に整頓すると 

ように教えながら ，見守って 気持ちがいいね」 

い きた い， ．   
l ・学級や圃の 飼育物の世話など・・ 一一一一 教師も共に，掃除やえさや「小鳥さんの "" 一 ". 一一 "" 一一 水，汚れて """"" 一 ぃ " 
はじめ。 ょ 先生と一緒にやりな り， 水 かけなどをしながら る れ " - 緒に水かえしてあ 

， を b って進んでできるよ う に にし，親しみやいたわりの 「小烏さんの 室 ，汚れてい 
したい     

がら，次第に 自分たちで責任 i  動植物とのふ 、 れ 合いを大暉げようが」 
気持ちを育てる。 る れ ，一緒にきれいにして 

当 ・ 00 グループは 00 係ね，と ・・子どもののり 残したものはあ け     よ うか 」 
いう決め方ではなくて ，自分 教師があ とで補ってもよい 「きれいになって 小烏さん 

から進んでやりた い ものがで という気持ちで ，子どもの も気持ちよさそうね」 

きるようにしていきたい     やりたいものができるよう 「 00 さん・に 手 ・伝っでもら 

・教師が喜んで 働く姿を，モデにする         つし 一   ぜんせ い ， とても 助 

ル として子どもに 見せながら かったわ・あ りがとう」 

番 

仕事がいつも 楽しく進められ 

るようにしたい。 

  ド ぜんぜ ぃ，お 花の水かけ 

してくるね」 

「ぜんせい・ニンジン 持っ 

てきたよ、 00 さん，一紀 さ さ さんにあ げて こょ 
        

なりの遊びを 見つけて遊び 出 を配る。 あ そ ほう」 

あ せるよ う にしで い きたい     ・教師は全園児との 関わりを 

そ ・友達とかかわりあ って遊ぶ 中 持ち，全職員で 全園児を見 「みんなで遊ぶのって 楽し 

で ，成功感や挫折感などを 味 守 る態勢を心がける。 いホ a 」 
び   
わいながら成長していけるよ ・場の設定については 教師 問 

う に，幼児にふ ，さわしい生活 で共通理解できるよ う に 話 

の 環境づくりを 考えていきた し合いをする。 
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教師の願い 留 意 点 言葉かけの具体例 

・子どもが遊びに 必要な材料「けいこと 考えたね」   

る 力を見つけ出し ，その子な に分類してお @ 

「すこいね。 なわとひ 

ます。 
  

あ ・子どもの遊びは 命にかかわる 活動できるコーナーを っ { 

こと以外は成長することの 貯 るようにする。 
えで，すべて 意味のあ るもの・園内の 安全に気を配り 破損 

そ 
としてプラスの 評価をしたい。 したもの，危険なものは 取 

り 除いたり，修理したり ， 

び 
補充したりする。 子どもと 

共にできる仕事はなるべく 

一緒にする。 

・子どもと一緒 Ic 遊 ひながら 「どうやったら 楽しく遊べ 
環境を再構成していく。 るかな」 

  
ているものに 気がついてひろ な 環境づくりをする。 

  

える子に育てた い 。 写真 6 つ 」 

片 ・みんなの遊具を 大切にすると 「お へや がきれい @C なって 

い う 気持ちから，気がつけた 気持ちがいいね」 

人か 片付けるようになっても 「 00 さんほ う きするのか 
付 
らいた い 。 上手ね」 

，時間かないときなど ， 「今日 「小さいこみまでひろえる 

んだね。 00 さんはい い目 

がひき受けたり ，   

て子どもにまかせてみるのも ね」 

良いと思う。 

・ ケ 一ム的に片づけ 競争したり 

ほめて片づけさせるなど ， 片 ・片付けをちゃんとした 方か 
付けの習慣を 身につけさせた がいな一ということに 気 

い   づかせて い くようにする。 
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3. 帰りの会 ( 平成元年 11 月 15 日，午前 11:30 ～午後 12:00  実践記録主な 発問と幼児の 反   応 考察           ) 

  2, 3 人座らない子が い るが，だいたい 集ったころをみはからって ) 
勃 おはなしエプロン 出していいかな。 

⑦いいよ，いいよ。 ( 口々に言っ 一 ， ) 

㊨今日はどんなはなしがと び 出してくるかな。 

( エプロンをつけながら ) 

おはなしいくつ 入っているかな。 

3 つも入ってる。 ( エプロンのボケットをのぞきながら ) 

でも， 3 つ ら おはなしできるかな。 

㊥できるよ，できるよ。 ( 何人かの子が 言う ) 
敦 そうね。 今日は，みんなが 11 時 30 分までに着替えしてくれたから ， 3 つできるかもしれな 

いね。     
          ダラダラ と 着替える子が 多いので， 30 分までに着替えができた こ とを認めて，           

          次への意欲 @c っ なげたい。   
㊥ U 大 兵はり 6 にきている。 

敦 みんなで ， おはなしエプロンの 歌，歌ってくれるかな " 

教 ㊤ ロ ンロンエプロンロンおはなしとびだす 楽しいエプロンロンロンエプロンロン 合目 

のおはなしなあ に ? 

教 さあ 。 今日の一番目のはなしは ，何かな。 ( ポケットから 主題を書いた 紙をとり出す。 紙 

を見ながらささやくよう fC)  あ ・ そ ・ び のはなしって 書いてあ る。     
          小さな声でも 聞ける子どもを 育てるために ，ささやくように 話しかけるなど             

        声の大小，調子などに 変化を持たせる。   
㊥ あ そびのは在し。 

教 そ う 。 あ そびのはなしって ，どんなはなしかな。 

⑦ だれと遊んだかっていうこと。 

教 そうだね。 誰 れと遊んだかっていうことと ，ほかには ? 

(N 美が立ってウロウロしだしたので ， N 美のところに 言って小さな 声ですわるように 促す 0)   
        子どもの気になる 行動に注意を 促したひ時は ， 離れたところから 声 かけせず，     

        子どものそばまで 足を運んで，その 子の気持ちを 受けとめながら 教師の望む 行           

          動へと促していきたい。   
㊨ 誰 れとあ そ んだか言える 人 9 

㊥ たけしとなみと。 
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教 そ う 。 じゃね。 あ そびのはなしって ， 楽しかった遊びもあ るんじゃない ? 

㊥ ぼ くわかる， UFO こっこ ，宇宙人こっ こ ，レストラン こっこ ，おもちゃ，氷見てた。 

( など 口 々 に言う ) 

教 ( 子どもたちの 発言に い ちいちうなずき ，反復する。 )     
        一人ひとりの 発言を教師が 反復してあ げたり認めてあ げたりすることは ，子           

          どもが安定感を 持っことにつながるので ，どのような 発言も無視しないよう           

                ic   注意したい。                                                                                                                                                                                     
㊥すべり台の 下で， T 子 とお う ちごっこした。 

教 わあ ，今の M 子さんの話し 方，とてもよくわかった。 ほかのみんなは ，おもちゃとか ， U 

F0 ごっことか言ってたけど ， M 子さんの話し 方よくわかった。 ・すべり台の 下で T 子さ 

んとお う ちごっこをして 遊びました。 " って長い文でおはなししてくれたのでよくわかっ 

た 。 よくわかる よう に言える人はほかに い ませんか。   
        子どもが，だれが ，どこで，なにをしだと ，だいたい順序だてて 話せる ょ         

                      うに，上手に 話した子の発言を 機会あ   るごとに取り 上げて，知らせていきたい。                   
㊥ ハ一 ィ ，かくれんぼした。 

櫛 かくれんぼ，一人でできるかな ? 

㊥一人でできないよ。 T 志と Y 彦と ， S 治と 。 

勃 T 志さんと， Y 産 さんと， S 治さんと一緒にかくれんぼして 遊んだの ね " S 治さん，合目 

S 也 さんたちと一緒にかくれんぼして 遊んだの ? 

㊥ (5 治 ，うれずく ) 

働 かくれんぼしてどうでしたか ? 

㊥ S 拾 おもしろかった " 

教 よかったね。 昨日ね。 S 治さんね， " 友達がいないので 幼稚園おもしろくない ，って言っ 

ていたのよ d  " みんな，明日は 一緒に仲間に 誘って ね " って言ったら S 治さん泣き出しち 

ゃ ったね。 よっぽど寂しかったと 思うよ。 だけど今日はね ， T 志さんと Y 産 さんが遊ぼ ぅ 

って誘って一緒に 遊んでくれたんだってよかったね " 

T 志さん， Y 産 さん， S 也 さんあ りがと う 。 ほか pC あ りませんか             
        クラスの 苦 なが思いやりのあ る子どもに育つことを 願って， S 冶のうれしい         

            思い る 伝えたり， S 治を仲間に誘ってくれた 子どもたちを 認め ， 「あ りがと             

        ぅ 」と教師の気持ちを 伝えたりした。   
㊥ ( だまっている ) 

敦 じゃあ ・せんせいおはなししていい ?  せんせいね，今日，いいあ そび考えた 人 3 人見つ 

けたの。 - 人は，さっき ， N 子さんの作ったいちごケーキを 紹介したけど ，それがひとつ 

ね ，もうひとつは ， Y 失 さんのどんぐり 迷路， Y 失 さん，おはなししてくれるとうれしい 
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な 。 できる ?  できない，じゃ ，せんせいが 説明するから ，間違っていたらおしえてよ。 

( ね んどで作ったどんぐり 迷路を皆なに 見せなが 刃 

ここが，なんだ -, た ?  バイキンマンだった ? 

㊥ Y 失 ううん，アンバンマン ， ドが バイキンマン 0 

勃 そ うか ，どんぐりがアンバンマンのところに 入ったら，いいんだよね。 そしてバ イキ ンマ 

ンのところに 入ったらまけちゃうんだね。 Y 夫 さん，いいこと 考えたね。 すごいな " 

みなさん，拍手してあ げましょう。 

教 あ と一人，今日けいこと 考えた人は， K 男 さん。 

丸太の棒をよいしょよいしょと 運んできて，木にかけて ，一本橋にしたり ，それから， K 

男 さん何にした ? 

㊥ K 射 て っぼう 

⑳ そ う ． てっぼう にして遊んで い たのよ。 せんせ い も一本橋渡ろ う としたけど途中で 落ちて 

しまったの。 丸太がグラグラしてむずかしかったよ。 みんなも，明日，またやってみたら 

いいと思うよ。 K 失 さんも楽しい 遊びを考えてくれたので ，みんなで拍手してあ げましょう。   
          楽しい遊びをみんなに 紹介することで ，遊びを広めたり ， ス 教師が ， 皆なの           

          前で認めることにより ，満足感を味わせ ，自信を持たせた い 。   
㊥ せんせい時間なくなるよ。 

教 あ っそうだね。 じゃ次のおはなしにいこうか。 もう一度，おはなしエプロンのうた う た っ 

て ソ 

㊥ 勃 ロンロンエプロンロン                   今 H のおはなしなあ に 
㊨ ( ポケットから 紙をとり出してみる )  , みんながつくったパネルシアター。 って苦いてあ 

るよ。 みんなが作ったパネルシアターあ った ? 

㊥ うん，あ る，ボクつくったよ。 ( 何人かの子が 口々 fC 言う ) 

教 何屋 さん 作ったの ? 

㊥ くだもの 星 さん。 

㊥ E 二 ビ 二もつくった。 

翰 ( 子どもの作った バ ネル人形を見せながら ) これは何 ? 

㊥ りんこ     

の たくさんあ るよ。 それでは，くだもの 作った人にやってもらおうかな ， K 失 さん， E 二 さ 

んにやってもらお うか ・出て来て，楽器は 女の子に手伝ってもらお う ね。 

㊥ ハ一ィ ( 女児， 4 人出てきて，ギロ ，カスタ，タンブリン ，スズを 一ケ ずつ持つ， ) 

敦 他の人は，うたをうたうのを 丁 伝ってね。 

㊥ ( 歌いながら，パネルシ ァク一 を演じる " ) 

翰 とても上手に 出来ていましたね - K 失 さん， T 失 さん。 E 二 さんに拍手してあ げて下さい         

楽器を手伝ってくれたひとも ，とても上手でしたね。 拍手してあ げましょう。 みんなも． 

はかに何 % さんがあ るか考えてパネル 人形を作ってみてね。 つくづたらまたみんなにも 見 
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せてね。     
          作ったものをみんなの 前で発表させることで 自信を持たせたり ，また，見て         

          い る皆にも作ってみたいという 意欲を持たせたい             
教 あ とひとつのおはなし 何かな。 エプロンのうた ，もう一同うたってね。 

㊥㊨ """""" 。 " 。 "                               

㊥ ( 集中力がなくなって。 ザワザワしている。 ) 

教 ( 紙をとり出して )  m 也 さんがせんせ い のところ向いたら 開こ う かな         

T 幸 さんが向いたら 開こうかな。 先生，一人で 見ょ 、 ぅ かな「   

㊥ さんびきのこぶた 

勃 皆なが向いたので 見ましょうね ，おとなりのひと ，ぼうしかぶっているかな。 えり はきれ 

いにもどっているかなって 書いてあ る。 おとなりど うし 見てごらん。 

㊥ ( 自分のえりを 整えたり，隣りの 子を見たりして 教え合っている。 )   
          気付いたことを 言い合うことで ，互いに良くしてし、 こうとする態度を 育てたい。             

教 今日のおはなしはこれでおわり ね ，では，一人ずつお 便り帳 をもらって帰りますので ，す 

わって待っていては   ，先生．ないしょ 話するのでⅥって 来ないでよ。 すわって待っている 

人からあ げるからね @ 

⑦ E 二 お便り 帳 お 家に忘れてきた。   

勃 おたより 帳 忘れてきた人は 待って い て下さい。 

( 一人ずつ，名双を 呼んで，お便り 帳 を返しながら ， 「今日は楽しかった ? 」 「 付 して 遊 

んだの ? 」 「 00 してくれてあ りがとうね」など 個々の子どもに 応じた言葉をかけながら 

帰す。 )   
          ・おはなしエプロンを 使って話し合いの 導入をしたが ，子どもの興味をひき ，         

          30 分という長い 時間，話し合い 活動を持っことができた。 

          ・ 降園 時に・教師が 一人ひとりの 子どもと触れ 合いな持ったことは ，教師が           

        知らなかった 子どもの用 、 いを知ることができ ，指導の手立てを 見つけるこ           

          とができて良かった。 
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す 。 また直接，間接に 御 指導 ド さった宮城久子指導主事， 本園 の 副 園長，職員の 皆様，言葉か 

けの実践記録を 心よく提供して ド さった K の会，市内幼稚園の 職員の皆様，数々の 示唆を与え 

て " ト さった市覚の 幼稚園の先生方へ 心より感謝中し 上けます " 
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